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 事業番号１ 職員の保健及び安全保持

 

 ○ 「こころの健康相談室」等は、東京では人事院の庁舎で実施してい

るとのことであり、各省の利用者としては「近すぎず、遠すぎない」

場所にあることが大切。また、相談件数をあらかじめ正確に予測する

ことができないという事業の特性も考えれば、予算執行率が７割を下

回っているからといって予算を削減すべきだということにはならな

い。 

 

 ○ 各省職員に潜在的な需要があるのに、制度の認知度が低いとか利用

しにくいとかいう理由で利用が低調なのであるとすれば問題。必要に

応じて、相談室の日程を含め広報を充実させる、電話相談など多様な

相談の仕組みを提供する、といった方策を講じてはどうか。 
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